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  財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

当社は、平成25年２月期の内部統制報告書に開示すべき重要な不備がある旨を記載いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 １．開示すべき重要な不備の内容 

 当社において、不適切な会計処理が行われていた可能性があることが判明したため、

平成 24 年 12 月 28 日に調査委員会を設置し、過去の会計処理の内容及びその根拠とな

る取引の状況等につき、徹底した調査を進めてまいりました。調査委員会による調査の

結果、平成 23 年 2 月期以降、仕入割戻等の架空計上及び不正ではないものの架空計上

以外の原因による利益の過大計上並びにこれらに関する利益の過少計上があることと、

取締役の一部が私財を当社に入金し未収入金が回収されたものとする処理を行ったこ

とが明らかになりました。また、たな卸資産につき、不正ではないものの当社が過大計

上として修正する点の妥当性についても調査報告書に言及されております。なお調査委

員会の調査報告書については、平成 25 年 2 月 8 日付リリース（｢調査委員会の調査報

告及び当社の対応について｣）にて公表されております。 

 本件については、全社的な内部統制の重要な一部として経営者の業務執行を監督すべ

き取締役会の機能不全があり統制環境に不備があること、また仕入割戻に係る業務プロ

セスにおける統制手続に不備があること、併せて、全社的な観点で評価する決算・財務

報告プロセスでは、たな卸資産の評価に係る決算業務において充分な検討がなされなか

ったこと、及び企業風土やコンプライアンス意識における問題点がありました。以上の

ような財務報告に係わる内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすこととなり、

開示すべき重要な不備に該当すると判断しました。 
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 ２．事業年度末日までに是正できなかった理由 

 上記の１．に記載のとおり、本件発覚以降、事業年度末日までに十分な整備・評価期

間を確保できず、その運用の有効性を確認することができなかったためであります。 

 

 ３．開示すべき重要な不備の是正方針 

 当社といたしましては、財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、財務報告

に係る内部統制の開示すべき重要な不備を是正するために、以下のとおり再発防止策を

策定し、実行に着手しております。 

 これらの改善措置により、平成26年2月期においては、適切な財務報告の信頼性を確

保する方針であります。 

  

 <是正措置項目> 

 1. 仕入割戻等の計上及び入金に関する業務フローの改善  

 2. たな卸資産の評価を含む決算管理機能及び決算業務能力の改善               

 3. 組織改編                   

 4. リスクの確認および業務分掌規程を含む社内規程の見直し 

 5. コンプライアンス意識の徹底及び企業風土の改善 

 6. 役員・従業員研修 

 7. 内部監査の拡充・充実 

 8. 内部通報制度の信頼回復・活性化 

 

 ４．連結財務諸表等に与える影響 

 上記の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正事項は、決算過程で適正に修正し

ており、既に発表しております平成25年２月期の連結財務諸表及び財務諸表に及ぼす影

響はありません。 

 

 ５．財務諸表の監査報告における監査意見 

 無限定適正意見であります。 

 

 

以 上 

 


